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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
研究の背景と目的 
  物語絵本とは、ある物語(a story)を絵本の形式で語った書物を指す。1878年に、Randolph 










































 第３章では、主題の描き方に関心を向けた。Zeralda’s Ogre（1967）における「食」とNeue     Freun
de（2007,日本版2008）における「希少性」の描き方に注目し、他の作家の絵本と比較しながら、その特徴
を明らかした。  
 第４章では、Maria Nikolajeva（1952-）とCarole ScottによるHow Picturebooks Work(2001)に学びなが
ら、ウンゲラーの物語絵本において、絵と言葉がどのように存在し、機能しているのかを分析した。さら









『Tomi Ungerer の物語絵本—表現・生成・存在—』章立て 
序論 
 第１部    表 現    
  第１章 登場者 
  第２章  表現様式 
  第３章  主題 
  第４章  絵と言葉 
 第２部   生成と存在 
  第１章 アルザス人、ウンゲラーの物語 
  第２章 絵本作家、トミ・ウンゲラーの物語 
  第３章 物語絵本考 
 結論 
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 以上のことから、本論文では、トミ・ウンゲラーという絵本作家の表現の豊かさを例示することで、
作家の創作行為と作品の質を評価し、物語絵本というメディアの意義を叙述し、それを通じてウンゲ
ラーがなしえたことを確認したといえる。 
本研究は、トミ・ウンゲラーという作家の世界で初めての包括的研究であると同時に、これから蓄
積されてできあがっていくであろう絵本史研究の中の重要な一石となるだろう。 
 
これまでほとんど例のなかった絵本作家の包括的研究であり、作品の詳細な検討と分析に加え、ス
トラスブールでのフィールドワークも加味して、はじめてのトミ・ウンゲラーの作家論を書き上げた
という点において、大きく評価できる。さらに、その作家論が今後の絵本作家研究にひとつの方法論
的示唆を与え、一つの道筋を与えたという点でも、意義深い。以上の点から審査委員会は、本研究の
課題の意義、研究手法の妥当性、確かな分析力によって新しい知見が得られたことについて高く評価
し、博士（学術）の授与に値すると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
